
［主要品目の価格動向］

注４　四半期項目（樹種名の前に「*」を表示）は、当該調査月から直近の調査価格と前期差を示す。
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注２　価格欄の「－」は、調査項目の変更のため未調査であることを示す。

合板

注３　木材市況調査月報（令和３年５月価格）より外国産材の輸入動向数量関係（出典：北海道木材輸入懇話会資料）の掲載を取りやめる。

カラマツ 梱包材：定尺 工場渡

シナ 1,010 0

工場着

60,200

*ナラ

（道産材）
・トドマツ原木は、製材需要が引き続き旺盛なた
め、国有林の素材公売やシステム販売の材が
入荷しているものの原木不足感は解消されてい
ない状況。市況は保合～強含み。

・カラマツ原木は、製材需要が引き続き旺盛だ
が、各工場の原木入荷量は少なく不足感が続
いている。市況は保合～強気配。
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1,300 （道産材）
・エゾ・トド製材は、引き続き建築材、産業用資
材向けともに需要は旺盛だが、工場の生産能
力や原木在庫状況により全ての需要には応じ
切れていない。市況は保合～値上がり。

・カラマツ製材は、梱包材・パレット、ラミナともに
需要は旺盛だが、エゾ・トドと同様に全ての需要
には応じ切れていない。市況は保合～強含
み。

（住宅着工戸数）
・9月の新設住宅着工戸数は前年同月比
119％。
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カラマツ
径20～28㎝ 長3.65
ｍ 品等込

224,000 0

道内の木材市況概況（令和３年１０月）

・チップ原料材は弱保合～強保合。

・チップは保合。

注１　前月差欄の△印は、値下がりを示す。

区分 樹種 形量・品等 仕切場所 全道価格
前月差

（前期差） 市況の動向

径30～38㎝ 長3.65
ｍ 品等込

9,900

32,800

径30～38㎝ 長2.4ｍ
上 品等3等

*エゾマツ

26,200
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トドマツ
径30～38㎝ 長3.65
ｍ 品等込
径14～18㎝ 長3.65
ｍ 品等込
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0
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製材 エゾ・トド
厚10.5㎝×幅10.5㎝
長3.65ｍ 甲Ⅱ-2級

工場渡

チップ
原料材

チップ

カラマツ

広葉樹

形量・品等込

形量・品等込

チップ工
場着
チップ工
場着

*ナラ
厚2.7㎝×幅15㎝上
長2.0ｍ以上 板類1

カラマツ 山棒・剥皮
チップ工
場サイロ

山棒・剥皮
チップ工
場サイロ

5,900

厚4㎜ 幅91㎝×長
182㎝ 2類-1等

問屋着 ・市況は保合。

注５　毎年４月に調査対象企業の変更を行っているため、グラフの３～４月価格は接続しないで表示する。

チップ原料材（カラマツ） 5,900

チップ原料材（広葉樹） 8,800

カラマツチップ
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広葉樹チップ
9,900

シナ合板（右目盛） 1,010
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その他木材価格の推移

エゾ・トド（甲Ⅱ） 60,200
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スプルース（米材）

スプルース（米材）人工乾燥材
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エゾマツ（込）

カラマツ（14～18cm)
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